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ANAの「DXによる働き方改革」を担う

ANAシステムズが目指すのは、"Be a Builder"
どのようにして私たちは

”使う人”と対話しながら価値を創り
”作る人”のチームへと変化したか

プロダクトオーナーの

ANAシステムズより、
アイディアを形にし、

使いやすいものに仕上げるための工夫を

内製化支援パートナーである

永和システムマネジメントからは、 
共創・共育アジャイル開発の意義とコツをお伝えします

本日のテーマ



システム名
2019年 2020年

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

精算系システム

乗員ミール手配システム

物品判定システム

勤務管理系システム

経費精算システム

LL管理システム

共創開発

本開発

PoC 本開発

PoC 本開発

PoC 本開発

本開発

本開発

これまでの道のり

● いずれの案件も3~4ヶ月程度の短期間開発
● 開発メンバーは1案件につき2~3名程度と少人数
● 複数案件の並行開発

StarǓ

StarǓ

StarǓ
StarǓ

StarǓ

共創開発



Agile開発への挑戦



ESMとASYで始めるAgile

日々変わる要求の中で顧客への価値・満足度をいかに上げるかの答えを模索し、
Agile開発手法を用いた3案件同時のPoCをスタートさせた

ユーザー部門

システム部門

開発メンバー
（ESM）

プロジェクト
A

プロジェクト
B

プロジェクト
C

● エンドユーザーはそれぞれ別の部署

● ASYのPO代行は、掛け持ち

● ESMの開発メンバーも並行開発

● 受発注の関係を超えたパートナーシップを築く



関係性を築く（技術を通じたコミュニケーション）

共育イベント



進め方の工夫



これまでの関係性とは異なり、
ユーザー、ASY、ESMが一体となってシステムの動作確認を実施

ユーザーからの感謝の言葉
「昔ながらの手順からやっと抜け出せました。

確実に・手間なく業務できるシステムに感謝しています」



本格的な
Scrum開発の

始まり



俺たちのScrum

PoCでの成果が認められたことで、本格的なシステム開発が始まり、ユーザー代表、ASY、
ESMがこれまでよりも距離感の近いチームとして開発を進めることができた。

● ユーザー代表を巻き込んだScrum開発

● 案件毎の開発チーム

● COVIT-19

● フルリモート開発

ユーザー部門

POチーム
（ASY）

開発メンバー
（ESM）

開発メンバー
（ESM）

プロジェクト
A

プロジェクト
B



俺たちのScrum

一番困ってる人の
写真

当番表と
ニックネーム時間割

手作りの
バーンダウン

PBI一覧

朝会アジェンダ

みんなの写真



Scrumあるある

前のシステムに踊らされる

魔の金曜日（ユーザーの性格も変わる）魔の金曜日（ユーザーの性格も変わる）

Keep

Problem

Try

翌日変わる インセプションデッキ



葛藤したこと

ユーザー部門・間接部門で
勝手に要件を決めてる

無視して仕切り直し

全部やりきれない！
スコープとスケジュール問題

入れないという決断
ボリューム大をやるか、

小をたくさんやるか

いかにユーザー満足度を
上げるかの駆け引き



○ 同時並行で開発を行っている全案件の状況共有を行う会議を行った
○ 会議を設定することなく、いつでも開発チームのバーチャルオフィスに顔を出した
○ 腹を割って話すことで、ユーザーとの距離感を縮め境界線の無いチーム作りを目指した
○ 過去の案件ふりかえりを実施し、良い点・課題・対策を洗い出し、次の開発に活かした

工夫したこと（葛藤、苦労からの対策）



そして現在、
Be a Builder に向かって

共創



共創開発の始まり

”Be a Builder” としてANA自らの力で働き方改善を推し進める為、

今まさにASY,ESMの混成開発メンバーで共創開発を加速する！

● Be a Builder（内製）

● チームビルディング

● 1チームで多数の案件を並行対応

● アジャイル経験格差

部門

開発メンバー
（ESM ＆ ASY）

PO代行
（ASY）

部門部門



チームビルディング

チーム名 偏愛マップ ニックネーム

スキルマップ

ドラッカー風エクササイズ

しょくにん 



アジャイル経験格差

参加率の向上 技術力の向上 積極性の向上

チームGTの強化ポイント

案件進めるか？！　or　 自己組織化されたチームを強化するか？！
究極の選択

★組織の課題 ★チームの課題 ★個人の課題

チームGTの未来



私達は のりしろ 増々の場づくりをしている

究極の選択はできていないが、案件を進めながらも共育も進める為に

● POと開発チームの接地面

● ASY開発メンバーと
ESM開発メンバーの接地面

● ユーザーと開発チームの接地面

お互いの接地面をどんどん広げてる

ユーザ

ASY ESM



最後に



変わる勇気

変わる勇気 変えない勇気

● 苦しい時こそ笑顔で！

● ユーザーに最高の体験を！

● アジャイルチームでやりきる！

● 福井弁！！！

● とにかくやってみる！

● 苦しみ・楽しみを

ユーザーと分かち合う！

● 共に育っていく！



Fin...


